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デジタル社会をトラブルなく生き抜くための学びを深めました

現在、日常生活の多くの場面でデジタル化がどんどん進み、アナログな私も戸惑うこと
が少なくありません。戸惑うだけならまだしも、知らないうちに他人に迷惑をかけたりわ
かったふりをして相手の気持ちを察することなくデジタル社会に踏み込んでいたりと、大
人も子どももデジタル化について学び続けることが不可欠な時代となりました。 
そのような中、GAZI 工房取締役社長の原一宣。様を講師にお招きし、全校生でＳＮＳの

正しい使い方について学びました。昨年度に引き続きの講話ということもあり、原様の講
義の他、事前に生徒から募った質問にも丁寧にお答えいただく場も設け、とても中身の濃
い学びにつなげることができました。「大人でも自制が難しい」スマホのコントロールや適
切なＳＮＳの活用について、とても分かりやすく教えていただきました。 
私たちは、スマホやＳＮＳを通して、血の通った人間同士の心温まる、時には勇気をも

らったり時には勇気を与えたりする関係を広げ深めることで成長していきます。トラブル
回避の視点だけでなく、互いに成長し合える関係を深めるという視点も大事にしながら、
これからのデジタル社会を生き抜かなければならないと考えています。 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

今年度、1回目の学校運営協議会を開催しました！ 

7 月 12 日（水）に、今年度第 1回の学校運営協議会を開催しました。「学校運営協議会」
は、「地域とともにある学校」の実現に向け、学校の諸課題解決だけでなく、学校・地域・
保護者で子どもたちの将来のあるべき姿や目標、具体的なビジョンを共有していくことが
大きな役割となっています。本校では、「生徒が育つ学校の創造」を柱にした教育を推進す
るにあたり、地域の教育力をいただきながら子どもたちの望ましい成長につなげたいとい
うことを、改めてご理解をいただきました。 
また、授業参観や吹奏楽部の壮行演奏会の様子をご覧いただき、生徒に対するたくさん

のお褒めの言葉を頂戴 
しました。        令和５年度 南陽市立宮内中学校 学校運営協議会委員の皆様
そのお言葉を糧にし  ❖宮内地区長会長    菊地 位夫 様（共育ﾈｯﾄﾜｰｸ会長） 

ながら、これからの宮  ❖宮内公民館長     星  俊之 様 
中の発展につなげたい  ❖金山公民館長     小林 繁治 様 
と思います。      ❖漆山公民館長     髙橋 正幸 様 

今後とも、どうぞ、  ❖吉野公民館長     山口 清  様 
よろしくお願いいたし  ❖本校教育後援会長   髙橋 仁智 様 
ます。         ❖本校 PTA 会長      小笠原裕志 様 

～生徒一人一人が主役を果たす、「生徒が育つ学校」の創造～   宮内中学校 学校だより 



吹奏楽コンクール置賜地区予選を見事突破！ 県大会への切符獲得！ 
 
 ７月１５日（土）、長井市民文化会館を会場に、第６２回山形県吹奏楽コンクール置賜地区予
選が行われました。これまでの練習の成果を大きな自信に変えてきた本校吹奏楽の皆さんも、た
くさんの保護者や観客の前で、堂々と素晴らしい演奏を披露してくれました。結果は見事“優秀”
の評価をいただき、７月２９日（土）に行われる県大会への切符を手にすることができました。 
壮行演奏会の時よりも、奏でる音の広がりや深みを感じ、聴く人の心に染みわたる素敵な演奏
にグレードアップしていたように感じます。さらに磨きをかけて、素晴らしい演奏を創り上げてくれ
ることを楽しみにしています！ 
 
【中学生の部 「優秀」】 
 課題曲 ポロネーズとアリア～吹奏楽のために～ 
 自由曲 フェスティーヴォ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
   

           本校の WEB ページ（ホームページ）を、ぜひ、ご覧ください！ 

         毎日の生徒の活動の様子を紹介しております。左側の QR コードを読み取っ

ていただきますとページにリンクします。どうぞ、ご覧ください。 
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「
女
性
専
用
車
両
は
あ
る
が
、
男
性
専
用
車
両
は
な

い
」
、
「
日
本
は
選
挙
の
投
票
に
行
か
な
く
て
も
処
罰
さ

れ
な
い
が
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で
は
罰
金
が
科
せ
ら
れ

る
」
、
「
外
国
人
の
Ｃ
さ
ん
は
、
日
本
国
籍
を
持
っ
て
い
な

い
と
の
理
由
で
マ
ン
シ
ョ
ン
の
入
居
を
断
ら
れ
た
」、
「野
球

部
で
は
、
上
級
生
は
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
整
備
は
し
な
い
が
、

下
級
生
は
い
つ
も
整
備
を
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
」・・・。 

み
な
さ
ん
は
、
こ
れ
ら
の
こ
と
に
つ
い
て
ど
う
考
え
る
で

し
ょ
う
か
？ 

 

先
日
、
三
年
生
で
行
わ
れ
た
、
「人
権
」を
テ
ー
マ
に
し

た
研
究
授
業
の
ひ
と
コ
マ
で
す
。
話
し
合
い
の
場
面
で
は
、

い
ろ
い
ろ
な
立
場
や
考
え
方
を
踏
ま
え
て
、
一
人
一
人
が

想
像
し
た
り
考
え
た
り
し
た
こ
と
を
、
仲
間
と
議
論
し

合
って
い
ま
し
た
。
議
論
の
中
身
は
も
ち
ろ
ん
、
な
る
ほ
ど

と
う
な
ず
け
る
も
の
ば
か
り
で
あ
った
だ
け
で
な
く
、
仲

間
の
意
見
に
耳
傾
け
、
受
け
止
め
た
り
反
論
し
た
り
さ

ら
に
深
め
た
り
と
、
「
さ
す
が
は
三
年
生
！
」
、
学
び
に

深
み
を
持
た
せ
る
姿
に
と
て
も
感
激
し
ま
し
た
。 

特
に
「
グ
ラ
ウ
ン
ド
整
備
」
に
つ
い
て
は
、
完
全
に
意
見

が
分
か
れ
、
時
間
が
あ
れ
ば
そ
の
行
方
を
ぜ
ひ
追
っか
け

た
い
と
も
感
じ
ま
し
た
。 

宮
中
生
の
学
ぶ
姿
の
成
長
に
は
、
幼
保
小
の
先
生
方

の
教
え
導
き
も
忘
れ
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
学
ぶ
こ
と
を
安

易
に
あ
き
ら
め
ず
、
み
ん
な
で
高
み
を 

目
指
そ
う
と
す
る
生
徒
諸
君
の
力
を 

強
く
誇
り
に
感
じ
ま
し
た
。 

 

ふ
る
さ
と
の
お
祭
り
を
盛
り
上
げ
る
こ
と
も
、 

 

私
た
ち
宮
中
生
の
大
切
な
役
目
の
一
つ
で
す
！ 

中
学
生
も
市
民
の
一
人
で
あ
り
、
こ
れ
か
ら
の
地
域
社
会
の

伝
統
や
文
化
・
歴
史
を
継
承
し
、
そ
れ
ら
を
背
負
っ
て
立
つ
存
在

で
あ
っ
て
ほ
し
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。 

７
月
１１

日
（
火
）
、
子
ど
も
神
輿
保
存
会
会
長
の
大
竹
直
様

に
全
校
生
に
激
励
を
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
各
地
区
の
頭
取
の
皆

様
か
ら
貴
重
な
お
話
を
頂
戴
し
ま
し
た
。
「
宮
内
の
お
祭
り
は
、

南
陽
市
の
お
祭
り
と
同
じ
で
あ
り
、み
ん
な
で
盛
り
上
げ
て
ほ
し

い
。
」
と
熱
い
エ
ー
ル
も
い
た
だ
き
ま
し
た
。
誠
に
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。
２４

日
・
２５

日
は
、宮
中
生
の 

力
で
さ
ら
に
盛
り
上
が
る
よ
う
頑
張
っ
て 

ほ
し
い
と
と
も
に
、
保
護
者
の
皆
様
の
ご
理
解 

と
ご
支
援
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

南陽みらい議会の副市長として期待！！ 

本校１年生の、近野心絢さんが、過日のネット投票に

より、南陽みらい議会の副市長に任命されました。 

大役ですが、精一杯、その任を全うしてほしいと思い

ます。 近野さんはもちろんのこと、議員となった木村奏

さんも、この南陽市を良くしたいという強い思いを持っ

て、この活動に力を入れています。7月28日（金）には、

第 1回南陽みらい議会も行われ所信表明があるとのこ

とです。今後ますますの活躍を楽しみにしています！ 


